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７
月
17
日
（
日
）
倭
分
館
協
議
会
主
催
の
大
海

水
浴
が
、
上
越
の
藤ふ
じ
さ
き崎
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
、
過

去
最
高
の
総
勢
119
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
幸
い
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
今
年
初
め
て
の
海
に
子
ど
も
達

は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
ち
び
っ
子
野
球
や
、
新
１
年
生

の
グ
ル
ー
プ
等
参
加
者
全
員
で
ス
イ
カ
割
り
や
宝

探
し
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
、
自
由
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　
海
水
浴
の
後
、
親し
ん
ら
ん鸞
聖
人
ゆ
か
り
の
「
光こ

う
げ
ん源

寺じ

」
を
訪
れ
、
住
職
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
歴
史

を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
一
同
、
疲
れ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
が
、
来
年
も
参
加
し
た
い
と
い
う
声
が
多
く
、

倭
地
区
の
親
睦
が
深
ま
り
有
意
義
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

あおぞら
　
「
懺ざ
ん
　
げ悔
し
ま
す
」

　

私
は
朝
車
の
運
転
は
ほ
と
ん

ど
し
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
朝
の

通
学
時
間
帯
の
事
で
し
た
。
対

向
車
側
に
３
台
の
車
が
横
断
歩

道
の
手
前
で
停
止
し
て
い
る
の

が
目
に
入
り
、
次
の
瞬
間
、
自

分
の
走
行
側
の
生
け
垣
の
隙
間
に
小
学

生
の
姿
が
…
懺
悔
し
ま
す
。
私
は
急
い

で
も
い
な
い
の
に
止
ま
ろ
う
と
思
え
ば

止
ま
れ
た
の
に
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
の
時
は
ご
め
ん
な
さ
い
。

　

あ
っ
！
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
先
日
運

転
中
に
ケ
ー
タ
イ
が
鳴
っ
た
時
で
す
が
、

場
所
も
考
え
ず
い
き
な
り
停
止
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
前
を
見
た
り
ル
ー
ム
ミ

ラ
ー
を
見
る
と
明
ら
か
に
皆
さ
ん
の
走

行
を
邪
魔
し
て
ま
し
た
わ
ね
ぇ
…
も
ち

ろ
ん
直
ぐ
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
て
移
動

し
ま
し
た
よ
。
で
も
周
囲
の
状
況
よ
り

電
話
を
優
先
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現

代
病
に
か
か
っ
て
い
る
の
か
し
ら
（
ケ

ー
タ
イ
依
存
症
？
）
…
あ
の
時
も
ゴ
メ

ン
ナ
サ
イ
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
。

　

加
齢
と
共
に
判
断
能
力
も
鈍に
ぶ

っ
て
く

る
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
こ

に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
自
分
を
自
覚
し

運
転
す
る
事
を
約
束
し
ま
す
の
で
お
許

し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
ま
つ
り
）
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このあたりかな？

倭や
ま
と 

大 

海 

水 

浴

夏の思い出

公
民
館
レ
ポ
ー
ト

特
別
レ
ポ
ー
ト
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平
成
23
年
度

北
信
公
民
館
運
営
協
議
会
主
事
研
修
会
開
く

　
６
月
27
日(

月)

、
長
野
市
松
代
公

民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最

初
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
夢
空
間
松
代
の
ま

ち
と
心
を
育
て
る
会
」
事
務
局
長
の
香か

山や
ま

篤あ
つ

美み

さ
ん
が
、「
現
在
、
人
口
１
万
８

千
人
の
松
代
に
年
間
20
万
人
の
観
光
客

が
訪
ず
れ
て
お
り
、
松
代
の
目
指
す
ま

ち
づ
く
り
は
、
他
の
市
町
村
の
ま
ね
で

な
く
、
静
け
さ
や
水
辺
環
境
を
活い

か
し

な
が
ら
、
人
、
城
、
古
寺
、
民
話
、
童

謡
、
象ぞ

う
ざ
ん山

地ち

か下
壕ご

う

な
ど
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
」
と
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
松
代
の
魅
力

満
載
の
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
を
発
行
す
る

な
ど
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切

に
100
名
余
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
同
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

八は
っ
た田

先
生
と
松
代
象
山
地
下
壕
を
見
学

し
ま
し
た
。
地
下
壕
は
、
太
平
洋
戦
争

末
期
に
大
本
営
、
政
府
各
省
を
松
代
に

移
す
べ
く
300
万
人
の
住
民
と
朝
鮮
人
の

人
々
に
よ
り
９
カ
月
で
掘
ら
れ
ま
し
た
。

中
野
市
に
も
、
弾
薬
庫
と
し
て
使
わ
れ

た
と
い
わ
れ
る
十じ

ゅ
う
さ
ん
が
け

三
崖
の
地
下
壕
が
あ

り
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
戦
争
の
遺
跡

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

公民館レポート

　
中
高
女
性
団
体
研
修
会
実
行
委
員
会

は
、
7
月
9
日
（
土
）
野
沢
温
泉
村
公

民
館
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
寝
た
き
り
半
分

推
進
協
議
会
の
宮
尾
八は

万ま

子こ

保
健
師
を

講
師
に
迎
え
「
寝
た
き
り
を
半
分
に
減

ら
す
」
を
テ
ー
マ
に
70
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
宮
尾
保
健
師
は
、「
脳
血
管
疾
患
の

原
因
が
動
脈
硬
化
で
あ
る
こ
と
。
動
脈

硬
化
は
全
身
で
同
じ
よ
う
に
進
み
、
日

本
人
の
症
状
は
脳
に
出
や
す
い
こ
と
。

こ
れ
ま
で
は
病
気
の
人
を
さ
が
す
事
を

中
心
に
活
動
し
て
き
た
が
、
現
在
は
動

脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
人

を
さ
が
し
、
病
気
に
な
る
前
に
生
活
習

慣
を
変
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
健
康
へ
の
関

心
を
持
ち
、
自
分
の
状
態
を
知
る
た
め

に
、
朝
起
き
た
ら
血
圧
と
体
重
を
測
る

こ
と
。
若
年
者
・
中
年
者
で
朝
の
血
圧

が
130
を
超
え
て
い
た
ら
高
血
圧
と
自
覚

し
保
健
師
や
専
門
医
に
相
談
す
る
こ
と
。

食
事
の
は
じ
め
に
10
分
間
野
菜
を
食
べ

る
こ
と
な
ど
、
寝
た
き
り
を
半
分
に
減

ら
す
た
め
の
方
法
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
身
近
な
テ
ー
マ

を
、
家
に
帰
っ
て
す
ぐ
に
実
践
で
き
る

よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
講
演
い
た
だ
き
、

家
族
や
知
人
に
も
さ
っ
そ
く
伝
え
た

い
」
と
感
想
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

松代象山地下壕を伝える八田さん

熱くまちづくりを語る香山氏

第
34
回
中
高
女
性
団
体
研
修
会
開
催

「
寝
た
き
り
を
半
分
に
減
ら
す
」～
血
管
を
守
る
生
活
術
～

講演する宮尾保健師

真剣なまなざしで聞き入る参加者
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11
年
ぶ
り
の
田
楽
座
中
野
公
演

が
７
月
３
日(

日)
中
野
市
市
民

会
館
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

田
楽
座
は
、
１
９
６
４
年
に
伊
那

谷
で
産
声
を
あ
げ
た
歌
舞
劇
団
で
、

昭
和
40
年
代
に
は
中
野
市
の
青
年

団
が
中
心
と
な
っ
て
各

地
で
公
演
に
取
り
組
み
、

成
人
式
第
2
部
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
も
3
回
公

演
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
公
演
の
取
り
組
み
は
、

20
代
か
ら
70
代
ま
で
20

名
余
り
の
実
行
委
員
が

「
田
楽
座
を
見
ネ
～
会
」

を
結
成
し
、
全
国
に
伝

わ
る
伝
統
芸
能
や
語
り

継
が
れ
る
話
を
も
と
に

し
た
創
作
舞
台
を
鑑
賞
し
よ
う
と

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
実
行
委

員
長
の
山
崎
均ひ

と
し

さ
ん
は
、「
今
の

社
会
状
況
の
中
、
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
中
野
市
で
生な

ま

の
舞
台

を
観
る
こ
と
を
実
現
で
き
る
の
は

本
当
に
感
激
で
す
。
私
は
、
こ
ん

な
素
敵
な
事
が
実
現
で
き
る
こ
こ

中
野
市
、
日
本
が
大
好
き
で
す
。

観
客
の
み
な
さ
ん
、
田
楽
座
の
座

員
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
実
行
委

員
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

中
野
市
文
化
芸
術
協
会
に
は
チ
ケ

ッ
ト
を
扱
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

畔
上
忠
治
会
長
は
、
昭
和
41
年
に
、

田
楽
座
公
演
の
前
座
と
し
て
初
め

て
人
前
で
落
語
を
披
露
し
た
こ
と
、

昭
和
43
年
に
、
中
野
市
連
合
青
年

団
で
取
り
組
ん
だ
市
内
3
ケ
所
で

の
公
演
の
思
い
出
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
初
、
公
演
は
3
月

27
日
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
の
た
め
7
月
に
延

期
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、「
田
楽
座
を
見
ネ

～
会
」
の
結
束
は
更
に

強
ま
り
、「
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
一
人
で
も

多
く
の
人
達
に
田
楽
座

の
舞
台
を
観
て
元
気
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
15
回
を
超
え
る
会

議
を
積
み
重
ね
本
番
を
迎
え
ま
し

た
。

　
当
日
は
盛
夏
を
思
わ
せ
る
天
気

と
な
り
、
開
演
の
3
時
間
前
か
ら

会
場
に
並
ば
れ
た
方
や
九
州
、
岐

阜
、
横
浜
、
伊
那
な
ど
か
ら
大
勢

の
観
客
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

市
民
会
館
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
48
年
目
を
迎
え
た
田

楽
座
。「
土
の
香
、
人
の
情
、
ふ

る
さ
と
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
現
在
も

中
野
市
に
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る

事
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
公
演
で

し
た
。

　
公
演
を
鑑
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん

の
満
足
そ
う
な
表
情
に
、
実
行
委

員
そ
れ
ぞ
れ
が
「
公
演
を
取
り
組

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
口
々
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

中
野
公
演

の
取
り
組
み

秩父屋台囃子

山崎実行委員長と山本座長

文
芸
協
　
畔
上
会
長

観客のみなさんもステージで笑顔

実行委員と田楽座のみなさん

特 別
レポート
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中
野
市
に
は
、
東
笠
原
・
西
笠
原
、
南
間

長
瀬
・
北
間
長
瀬
、
上
小
田
中
・
下
小
田
中
、

東
江
部
・
西
江
部
な
ど
、
上
・
下
、
東
・
西
、

南
・
北
を
つ
け
た
地
名
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　
東
笠
原
は
、
いつ
の
頃
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
近
世
村
が
で
き
て
く
る
の
は

検
地
に
よ
る
。
検
地
帳
を
調
べ
れ

ば
村
名
や
村
の
開
発
状
況
が
わ
か
る
。
検
地

帳
は
村
の
田
畑
一
筆
一
筆
の
等
級
、
面
積
を
計

り
、
そ
の
耕
作
者
（
名
請
人
）
を
記
帳
し
た
。

東
笠
原
の
村
名
の
変
遷
と
開
発
状
況
を
検
地

帳
で
見
て
み
た
い
。
検
地
は
江
戸
時
代
を
通

し
て
何
回
も
実
施
さ
れ
た
。（
一
石
〇
四
升
―

約
一
反
歩
）。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
笠
原

村
　
二
八
〇
石
余
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

上
笠
原
村
　
一
五
六
石
余
、
下
笠
原
村
　

百
六
〇
石
余
。
正
保
四
年
（
一
六
四
七
） 

上

笠
原
村
　
一
五
八
石
余
、
下
笠
原
村
　
一
七
九

石
余
。
慶
安
五
年
（
一六
五
二
） 

上
笠
原
村
　

二
一
三
石
余
、

下
笠
原
村
　

二
三
一
石
余
。

検
地
は
そ
の
後
、
元
禄
期
・
安
永
期
に
も
行

な
わ
れ
て
い
る
が
、
開
発
は
江
戸
時
代
前
半

に
進
み
、
村
名
は
元
和
期
か
ら
上か

み

・
下し

も

笠
原

村
と
な
っ
て
い
る
。
上
と
は
、
中
野
扇
状
地

上
部
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
水

田
開
発
は
下
よ
り
も
少
な
い
。

　
で
は
現
在
の
東
・
西
笠
原
は
いつ
か
ら
始
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
九
年
六
月
の
第
一
次

町
村
合
併
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
、
急
速
な
近

代
化
を
求
め
、
町
村
に
そ
の
実
情
に
関
係
な
く
、

国
家
行
政
に
属
す
る
過
重
な
事
務
処
理
負
担
・

経
済
負
担
を
課
し
た
。
教
育
費
・
土
木
費
・

衛
生
費
・
役
場
維
持
費
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
過
重
事
務
負
担
・
経
費

負
担
に
耐
え
ら
れ
、
か
つ
そ
れ
ら
を
こ
な
し
う

る
行
政
能
力
を
も
つ
町
村
の
合
併
で
あ
っ
た
。

　
上
笠
原
村
、
下
笠
原
村
は
合
併
し
て
笠
原

村
と
な
り
、
笠
原
神
社
を
中
心
に
、
東
側
を

東
笠
原
区
、
西
側
を
西
笠
原
区
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
松
沢
　
邦
男
）

　
東
笠
原
分
館
は
、
世
帯
数
62
戸

の
分
館
で
す
。
組
織
は
区
三
役
を

は
じ
め
各
専
門
部
、
体
育
部
、
育

成
会
、
組
長
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
分
館
活
動
は
、
１
月
に

ど
ん
ど
焼
き
、
４
月
に
は
60
名
が

参
加
し
た
組
対
抗
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

大
会
、
７
月
に
区
民
交
流
会
を
行

な
い
ま
し
た
。
11
月
に
は
、
文
化

祭
及
び
敬
老
会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
文
化
祭
は
美
術
、
写
真
、
書
道
、
生
け

花
の
各
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
や
育
成
会
の
皆
様

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
以
前
は
敬
老
会

で
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
、
女
性
グ
ル
ー
プ
、
育

成
会
な
ど
の
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
外
部
の
団
体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
出
演

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
四
ケ
郷

分
館
協
議
会
で
も
10
月
に
球
技
大
会
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
部
が
中
心
と

な
り
、
お
薬
師
様
、
衛
生
講
話
、
健
康
講
話
、

人
権
教
育
懇
談
会
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
や
、
一
時
代

を
築
い
て
き
た
シ
ル
バ
ー
世
代
、
そ
し
て
女

性
層
な
ど
老
若
男
女
の
区
民
が
１
つ
の
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
難
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
東
笠
原
分
館
長
　
塚
田
繁
泰
）

東笠原分館東
笠
原
の
村
名
と
開
発

組対抗ソフトバレー大会

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

夏
の
暑
さ
も
何
の
そ
のゲートボールの真剣なまなざし

　
中
野
市
豊
田
地
区
分
館
協
議
会

は
、
み
ん
な
で
明
る
く
、
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
分
館
相

互
の
交
流
と
体
力
づ
く
り
を
図
る

た
め
、
７
月
３
日（
日
）に
豊
田
地

区
球
技
大
会
を
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
蒸
し
暑
い
中
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
に
は
12
チ
ー
ム
、
中

野
市
営
豊
田
野
球
場
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
に
は
７
チ
ー
ム
、
豊
田
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
に
は
43
名
、
永
田
庭
球
場
で
行

な
わ
れ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
は
14

チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、
分
館
ご
と
に

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

～
第
７
回 

中
野
市

豊
田
地
区
球
技
大
会
～
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

講座名 日　時 場所 講　師 備　　　考

中
　
央
　
公
　
民
　
館

シニア大学公開講座
｢耀いて生きる｣

９月29日（木)
午後１時30分～３時

中央公民館
講堂（3 階）

新老人の会
信州支部
事務局長
橋本  京子 先生

＜受講料＞無料
＜内容＞講演会
＜申込み＞不要 

（どなたでもお気軽にご参加くだ
さい）

万葉集を読み味わう
８月30日・９月６日
９月13日・20日・27日
10月４日
午前10時～11時45分
（全６回  毎回火曜日）

中央公民館
講堂（3 階）

信州大学名誉教授
滝澤　貞夫 先生

＜定員＞50名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞不要

家庭教育学級
（楽しんで子育て）【公開講座】
｢子どもたちの幸の
　　　　根っこ育て｣

９月22日（木）
午前10時～11時30分

中央公民館
講堂（3 階）

北安曇郡池田町
子ども支援センター
相談員
上小路 照江 先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞託児希望者は９月15日
（木）までにご連絡ください。

パソコン
ふれあいサロン
＜内容＞パソコンを使用して
いて、わからないところを指
導員がお答えします

毎週月曜日
※祝日、年末年始を除く
８月15日は休み
午後１時30分～４時30分

中央公民館
団体室

（２階）
ＮＰＯ
新技術新興会

＜定員＞６名
＜受講料・申込＞不要
※メニューに沿って進めるパソ
　コン教室とは異なります。

初級英会話講座
（後期）

９月13日（火）～
午後７時～９時
　　　　(毎週火曜日)
　　　　

中央公民館
教室（2 階）

中野市 ALT
ヨーク・ザッカリー
ピーチャー先生
ダレン・マサイチ
ナカムラ先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞随時
＜対象＞中学程度の英語力があ
る方

    公民館ギャラリー　　俳句と短歌展　中野俳句会・泉短歌会

北
部
公
民
館

生きがいづくり講座
フラダンス教室

９月８日を初回として
10月20日まで毎週木
午前10時30分～
　　　11時45分まで
全６回
※９月29日は休み

北部公民館
講堂（２階）

フラダンサー
阿部　磨弥 先生

＜対象＞市内在住、在勤者
＜参加費＞無料
＜持ち物＞フェイスタオル、飲み物
＜その他＞運動の出来る服装で
お越し下さい。

豊
田
公
民
館

『徒然草』を楽しむ その２
－今回は「恋」がキーワード－

９月30日（金）
午後１時30分～３時30分

豊田公民館
２階会議室

近代文学研究者
堀井　正子 先生

＜定員＞ 50 名
＜受講料＞無料

　
中
野
市
民
作
品
展
が
７
月
16
日
（
土
）

か
ら
18
日
（
月
）
ま
で
、
中
央
公
民
館
講

堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
絵
画
、
き
り
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
押
し
花
、

書
道
、
水
墨
画
、
写
真
、
木
彫
り
、
陶
芸
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
な

ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
220
名(
団
体
209

名
・
個
人
11
名)

、
出
品
総
数
は
412
点
の

応
募
が
あ
り
盛
況
で
し
た
。

　
今
年
も
中
野
祇
園
祭
に
併
せ
て
開
催
さ

れ
、
市
民
が
日
頃
の
成
果
を
出
展
す
る
場

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　
期
間
中
に
は
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、

飾
ら
れ
た
秀
作
・
力
作
を
興
味
深
く
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。

市
民
作
品
展
開
催みんな素晴らしいね
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
　
む
し
暑
い
昼
下
が
り
、
山
の
頂
か
ら
真
っ
白
な
入

道
雲
が
わ
き
上
が
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
去
年
は

酷
暑
、
今
年
は
夏
の
電
力
不
足
が
心
配
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
さ
て
、
夏
野
菜
の
お
い
し
い
時
期
が
や
っ
て
参
り

ま
し
た
。
農
家
以
外
の
方
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
空

き
地
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
、
自
分
で
野
菜
を

作
る
方
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
春
先
、
国
道
沿
い
の
遊
休
農
地
を
利
用
し
て
、
多

く
の
若
い
人
た
ち
が
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
。
前
も
っ
て
堆
肥
を
入
れ
、
大
型
耕
運

機
で
耕
し
て
マ
ル
チ
を
敷
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

何
も
栽
培
し
な
い
で
お
け
ば
、
た
だ
の
草
畑
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
た
ち
が
１
～
２
日
か

け
て
一
気
に
耕
し
、
あ
ま
り
手
の
か
か
ら
な
い
作
物

を
栽
培
す
れ
ば
、
有
効
に
農
地
を
活
用
で
き
ま
す
。

世
界
に
は
、
三
度
の
食
事
を
口
に
で
き
な
い
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
あ
い
た
農
地
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
の
は
、
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

大
地
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。

花と季節の写真募  集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や

季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま

す
・
四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ

ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花

の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン

ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集

し
ま
す
。〠

３
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３
―
０
０
２
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中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@
city.nakano.

nagano.jp

宛　先 大
地
の
め
ぐ
み

合
ね

歓
む

の夢は／柳沢（倉田昭平）

かくれんぼ／延徳（koba）

孔
くじゃく

雀サボテン／間山（うさぎ）

つゆの季節／新井（月岡尚雄）

藤
ふじばかま

袴／間山（関取久江）


